
法 制 審 議 会 の 主 な 答 申 内 容 

（平成８年２月 民法の一部を改正する法律案要綱） 

 

 

○ 選択的夫婦別氏制度の導入 

夫婦は，婚姻の際に定めるところに従い，夫若しくは妻の氏を称し，又

は各自の婚姻前の氏を称するものとする。 

 

○ 女性の婚姻適齢を１８歳に引上げ 

婚姻は，満１８歳にならなければ，これをすることができないものとす

る。 

 

○ 女性の再婚禁止期間を１００日に短縮 

女は，前婚の解消又は取消しの日から起算して１００日を経過した後で

なければ，再婚をすることができないものとする。 

 

○ 裁判上の離婚原因につき，破綻主義の考え方を明確化 

夫婦の一方は，次に掲げる場合に限り，離婚の訴えを提起することがで

きるものとする。 

(ア)  配偶者に不貞な行為があったとき。 

(イ)  配偶者から悪意で遺棄されたとき。 

(ウ)  配偶者の生死が三年以上明らかでないとき。 

(エ)  夫婦が五年以上継続して婚姻の本旨に反する別居をしていると

き。 

(オ)  (ウ)，(エ)のほか，婚姻関係が破綻して回復の見込みがないとき。  

 

○ 嫡出である子と嫡出でない子の相続分を同等化 

嫡出でない子の相続分は，嫡出である子の相続分と同等とするものとする。 
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法律を改めてもかまわない

夫婦は必ず同じ名字（姓）を名乗るべきだ
が，婚姻前の氏を通称として使えるように
法律を改めることはかまわない

夫婦は必ず同じ名字（姓）を名乗るべきで
あり，法律を改める必要はない

わからない
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